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　平成 21年度公開教学講座「みかぐらうた」の世界を味わう②
　第８講：「だいくのにんもそろひきた」（十二下り目）
　（11月 25 日）　　　　　　　　　　　　　　　　　 幡鎌一弘

11 月 25 日の公開講座で、標記のテーマで講座を担当した。
要旨は「みちのとも」に掲載され、また、後日論文化するので、
ここでは、講演に際して言及した参考事項について、補足的に
史料を提示しておきたい。
（１）棟梁について
十二下り目には、荒木・小細工・建前という棟梁名が出てくる。

これに類する役職名がないか調べていると、笹田良彦『江戸幕
府役職集成』（雄山閣出版、1965 年）に行き当たった。

江戸幕府には御作事奉行が置かれ、その下にあるいくつかの
役職の中に小細工奉行がある。そのほか、参考になると思われ
る部分を摘記する（pp.242 〜 248）。４人の棟梁は、かなり大
掛かりな組織だといえそうである。
・	御作事奉行　　　専ら木工のことをつかさどり、御大工頭・
吟味役・奉行の属役を率いて、その場を修理する。旗本が
任命される。

・	御細工所頭　　　本丸御座の間、御休息、新御座敷向など
の道具、高札、下馬札・陣札・御台所品・俎板などの削り
直し、この下に、御細工所組頭・同同心・同勘定役頭取な
どがいた。

・	餝棟梁　　御作事奉行支配。金具装飾などをつかさどる。
・	御作事方大棟梁　　営中および幕府に関した寺社の造営を
つかさどる

・	御大鋸（おが）棟梁
・	小細工奉行　　　建造物の細かい部分をつかさどる。
・	瓦奉行
・	植木奉行

（２）大工組のこと
江戸時代、五畿内（山城・大和・摂津・河内・和泉）と近江

国の大工は、大工頭（上記職制の京都御大工頭）中井家に統括
されていた。村方であっても寺社の造営はすべて中井家の許可
のもとに行なわれていた。
本席飯降伊蔵は、出身の向淵で車大工について修行し、のち

櫟本で修業を続けた。今のところ、どの組に所属したのか、あ
るいは、所属せずにいたのか、はっきりしない。筆者が以前奈
良市都祁吐山町中森建彦家文書を調査したときに見つけた、文
化 13年、水間組大工組の訴状では、向淵村大工は水間組に属し、
４人の大工がいた。また、木堂村にも大工がいて、紛争の調停
をしている。伊蔵の生まれる前の史料であるが、大工の編制が
多少なりともわかるので、その一部を翻刻紹介する。　
乍恐口上書を以御願奉申上候
　　　　　　　　　　和州水間組大工共

一、当組大工組頭近年水間村茂三郎相勤居候処、何角不取計有
之ニ付、一同不貴意ニ存候得者、有□之組頭ニ候故、組内之
もの了簡致居候得共、此度中宮様御殿御造立御用、大工共江
被仰渡候御儀、一同承知奉畏候得共、右ニ付組内区々之申渡
被致、兼々不取計有之候茂三郎儀故、組内之者共重々疑鋪存
候ニ付、外ニ大工中当此度一同御普請被為仰渡候外組内江茂
承合候処、過分諸入用銀割付、余慶之銀子取集なから誠入用
之方ヘハ纔ならて出銀茂不致、難渋日々露命凌兼罷在候大工
共へ多分之銀子割付、組頭引込茂有之趣、其上書面ニ而者難
申上候程之不埒之仕方等有之候様子ニ付、組内一同不貴意ニ
付、一円茂三郎申渡之儀何事茂取敢不申候儀ニ付、自分より
役儀被退候様毎々申立候得共、何之聞入茂なく、重々不埒致
なから組頭役儀之威勢を振舞、小品共ハ蔑ニ被致強気、我侭
而巳を相働キ申候、且又此度御用申立上京致居候迚茂、御場
所之働キ一円間ニ合不申候様子故、当組大工并外組内大工中
迚茂御場所之邪魔致居候抔と、皆々申居候体之ものニ候得共、
自分相詰不申候ハてハ、御普請出来不申候抔と申相詰候而、
働キ之大工共一同甚迷惑仕候、乍併御太切之御公用中彼是申
立、御役所様御苦労相掛り候段恐多、如何相歎罷有候処、木
堂村善太郎殿水間組不和合ニ而者、自然御用働差支等出来候
哉之段、気之毒ニ存被呉候ニ付、当八月七日水間村へ罷越、
善太郎名品を以組内一流為寄合取調挨拶被致呉候ニ付、御用
中惣代罷登申候、其余不行届儀木堂村善太郎へ心添相頼、右
茂三郎上京不致候筈を以、大体対談相調候（略）
　文化十三子年八月十九日

水間組大工　友田村源八㊞／同定八㊞／白石村林蔵㊞
／来迎寺村佐太郎㊞／藺生村新兵衛㊞／小山戸村源治
㊞／同伝次㊞／吐山村久兵衛㊞／同佐七㊞／同伊兵衛
㊞／向淵村甚右衛門㊞／同金三郎㊞／同源蔵㊞／同重
三郎㊞／長瀬村善助㊞／同杢兵衛㊞／同藤蔵㊞／同伊
八㊞／大野村重兵衛㊞／古大野村善兵衛㊞／上笠間村
忠右衛門㊞／周蔵㊞／下笠間村市郎兵衛㊞／毛原村宇
兵衛㊞／岩室村杢次㊞／同平五郎㊞／同善次㊞／同万
平㊞／同伝治㊞／石打村庄蔵㊞／箕輪村清蔵㊞／荻村
庄三郎㊞／北野村倉蔵㊞／同西村源蔵㊞／同伊三郎㊞
／同奥村平蔵㊞／奥ケ原村三四郎㊞／大柳生村善次郎
㊞／同文治郎㊞／同喜七郎㊞／同源兵衛㊞／須川村善
五郎㊞／同林兵衛㊞／法用村林七㊞／狭川村藤七㊞／
同茂三郎㊞／大柳生村弥八郎㊞／須川村喜代蔵㊞／下
山田村伝五郎㊞／毛原村定兵衛㊞／大平尾村新兵衛㊞

中井藤三郎殿御役所
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大阪希望館支援集会
金子　昭

標記集会が11月 28日にカトリック大阪カテドラル聖マリア
大聖堂（玉造教会）で開催された。テーマは「『思いやりのまち』
大阪を創ろう！！市民フォーラム」であり、パネルディスカッ
ションの総括コメンテーターとして金子昭が参加した。大阪希
望館とは、派遣切りやリストラなどで仕事や住まいを失った人
や、社会的困難を背負って支援がなければ野宿生活に陥らざる
をえない人たちを主な対象として、相談機関や支援のための居
宅等を備えた施設。今回の集会は、超宗派による釜ケ崎のホー
ムレス支援グループ「野宿者問題を考える宗教者連絡会（Soul 
in 釜ケ崎、略称ソルカマ）」などが共催で開催された。
第１部　廣畑涙

る か

嘉牧師：トーク＆ライブ「明日はきっと訪れる
―『痛み』を抱えて生きているすべての若者たちへ」

第２部　「大阪希望館の現状紹介」
第３部　パネルセッション：「『思いやり』社会の実現へ向けて」
・	鈴木友宏：「ひきこもり 30年」脱出の経験から
・	近藤美登志（西成高校）：「格差社会」の中の教育現場から
・	山口洋典（浄土宗應典院）：「お寺と地域社会を結ぶ」視点
から

・	金子　昭（天理大学おやさと研究所）：総括コメント

第３部パネルディスカッションの様子

　「日本爬虫両棲類学会 第 48 回大会」が天理大学で開催　　　
佐藤孝則

本年 11 月 7、8 日の両日、天理大学で「日本爬虫両棲類学
会 第 48 回全国大会」が開催された。この大会が奈良県内で開
かれたのは初めてで、一般市民を対象にした公開講演会が大会
期間中に開催されたのも、学会としては初めての試みだった。
7日 ( 土 ) の午前、㈶自然環境研究センターの千石正一研究

主幹による「世界の爬虫類」と題した公開講演会がおこなわれ、
250 名ほどの聴衆は千石氏の絶妙な話術と美しいスライドに
すっかり引き込まれ、“千石ワールド ”を心ゆくまで楽しんだ。
襲われて死んだふりをする滑稽な毒ヘビ、ネズミに砂をかけら
れる気弱なヘビ、木から木へと滑空を楽しむブルネイ産のヘビ、
あるいはただひたすらにらみ続けるトカゲなどなど、おもしろ
おかしい映像と解説はテレビで見るのと同じだった。

千石氏の講演の前には、学会会長で
京都大学大学院教授の松井正文氏と、開
催大学の橋本武人天理大学長の挨拶があ
り、橋本学長からは天理教の創世説話の
「元の理」に爬虫類などの水域性動物が
登場することなどが紹介された。

午後からはカメ、トカゲ、ヘビなどの爬虫類や、カエル、サ
ンショウウオ、イモリなどの両生類についての研究発表が二つ
の会場に分かれておこなわれ、翌日の午後まで続いた。
なかでも、大会初日の午後、国立環境研究所の五箇公一氏に

よる「カエルツボカビ・アジア起源説の検証（その 1）日本に
おけるカエルツボカビの多様性」と題した研究発表がおこなわ
れ、研究者の注目を集めた。
中南米や豪州、アフリカで両生類を激減させているカエルツ

ボカビ菌が日本では多くの近縁タイプが確認されているにもか
かわらず、それが原因でカエルが大量に死んだという事例は野
外の個体群からは報告されていない。このことから、日本のカ
エル類はカエルツボカビ菌と共進化し、菌に対する抵抗性をす
でに獲得していると判断し、五箇氏は「カエルツボカビ症の起
源は日本、もしくはアジア圏ではないか」という新仮説を提唱
した。ほかにも、多くの最新研究結果が報告された。
2009 年版「レッドリスト」で絶滅危惧種に指定されたタン

ザニアの渓谷に生息するキハンシヒキガエルは、カエルツボカ
ビ症で野生種は絶滅したと評価された。このように今日もなお、
15 分に 1 種の割合で生物種が絶滅している状況を考えると、
野生生物の絶滅対策は緊急性を要しているといえる。
生物がいつ、どこで、何が原因で絶滅するかということは、研

究者であっても予想することは難しい。だからこそ、普段から生
物の生息状況を調べたり、自然の移り変わりに目を向け、耳を傾
けたりすることが大切なのである。その役割を果たしているのが、
爬虫両生類の分野であれば千石氏や五箇氏らの研究者である。
生物の絶滅を回避させるためにも、今回の学会での一般向け

公開講演会は意味があり、千石氏のようなインタープリター（野
生生物の代弁者、通訳者）による講演は、むしろ大きな意義を
持っていたと思われる。

日本生命倫理学会第 21回年次大会
堀内みどり

標記大会が、「バイオエシックスを未来に！─「生と死」を
考える市民と運動─」を統一テーマとして、11月 14、15 日の
日程で東洋英和女学院大学にて開催された。14 日には、本研
究所もオブザーバー会員である教団付置研究所懇話会の生命倫
理研究部会が、公募シンポジウムに参加した。テーマは「自死
と宗教―教義と理念、そして実践へ―」とし、自死をどう捉え、
自死遺族に宗教者がどのように応対するのかを視野に入れた発
表となった。オーガナイザーは浄土真宗本願寺派教学伝道研究
センターの藤丸智雄氏、司会は玉光神社権宮司の本山一博氏。
シンポジストは次の３名であった。
・	土井健司（日本キリスト教協議会）：「自死という問題とキリ
スト教」

・	堀内みどり（天理大学おやさと研究所）：「「出直し」に生きる」
・	藤丸智雄（浄土真宗本願寺派教学伝道研究センター）：「実践
へと開く仏教教義―自死問題から―」
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開催日時：平成22年２月26日（金）午後１時から
開催場所：天理大学研究棟３階第１会議室

第６回伝道フォーラム

入場無料・来聴歓迎

 谷　 徹 也 ：奥地での布教活動を通じて（ルカク布教所の生活から）
 柳瀬由利子 ：看護師の体験を通じて（「憩の家」診療所の活動から）
 森　 洋 明 ：子どもの育成のための活動を通じて（鼓笛、コーラス、学校運営等の活動から）

講演者

コンゴ共和国では、1964 年の教会設立と同時に開始

された「憩の家」診療所の医療活動の他、柔道や日本語

教室、また鼓笛隊といった活動が活発に行われてきまし

た。現在では、それが教会が運営する託児所から幼稚園、

小学校までの教育活動や読み書きができない人のための

識字教室などに繋がっています。

そこで今回は、コンゴ伝道の上でこれまで展開されて

きた医療や文化、スポーツ、教育などの諸活動に焦点を

当て、海外伝道、とりわけ開発途上国と言われる地での

さまざまな布教伝道のあり方について考えていきます。

「コンゴ伝道における諸活動」

　世界が大きく激動している今日、私たちの価値観や身の回りの生活もしだいに変化し、いつのまにか多様な価値観が
生まれてきました。しかしその価値観は、ややもすると利己的な価値観となって、「我さえ良くば、今さえ良くば」の風
潮を拡大・助長する危険性をもはらんでいます。そのような現代社会の中で、私たちが日々考え行動する拠り所は、常
に天理教の教えに基づくことは言うまでもありません。
　この講座では、「現代社会と天理教」というテーマのもと、２年間にわたって天理教の教えに基づく生き方、行動の
あり方を、現代社会における具体的事例の中から考えていきたいと思います。
　講座は、平成22年4月から11月まで（7月を除く）の毎月25日、午後1時から２時45分にかけて開講します。会場は、
道友社６階ホールを予定しています。
　多くの皆さまのご参加を、お待ちしております。　

天理大学 おやさと研究所
平成 22年度公開教学講座 「現代社会と天理教」（1）
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